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ペットフードのラベルには事実に基づいた情報が記載されていなけ
ればなりませんが、ラベルは飼い主の注意を引くための販売促進
ツールでもあるということを知っておくことが重要です。
ラベルに記載されている成分表や、「ホリスティック」「プレミアム」
「人間向け」等の規制されていない言葉の使用は、実際の栄養評価の上
ではほとんど意味のないものです。獣医師チームは、飼い主がカギと
なる2つの情報に基づいた知識を持って判断を下せるように助ける
重要な役割を担っています。

A. 製造業者名と連絡先の情報
獣医師チームのメンバーもしくはペットの飼い主は、
この情報を得て製造業者に連絡をして以下の質問をすることが
できます。

1.フルタイムで働く有資格者の栄養の専門家を雇用していますか。
適切な資格としては動物栄養学の博士号、またはアメリカ獣医
栄養学会（ACVN）やヨーロッパ獣医比較栄養学会（ECVCN）の
認定証となります。栄養士の氏名と資格を確認出来ますか。

     
     

2. ペットフードのレシピは誰が作成していますか。
作成者はどのような資格を持っていますか。

3. ペットフードは米国飼料検査官協会（AAFCO）の評価方法を
用いた給与試験を受けてていますか、あるいはAAFCOの栄養
プロファイルが設定した栄養基準を満たして調合されていますか。
後者の場合、ペットフードの組成あるいは最終製品の分析結果の
どちらかがAAFCOのプロファイルに合致していますか。

 

4. ペットフードはどこで生産・製造されていますか。
5. 原材料と最終製品の均一性と品質保証のために具体的には
どのような品質管理を行っていますか。

6.

 

犬または猫用のペットフードについての完全な栄養分析を
提供することが出来ますか（最小値または最大値のみで正確な
数値のない保証分析ではなく、平均分析値を提供できますか）
タンパク質、リン、ナトリウムなど、どの栄養素についても
質問でき正確な数値の回答が得られなければなりません。
この数値は、100 kcalあたり何グラムあるいは1000 kcalあたり
何グラム、というようにエネルギーベースであることが理想的
です。「給与量ベース」や「乾物量ベース」では種類の違う
ペットフードの変動するエネルギー密度を説明していません。

7. ペットフードの1グラムごと、1缶ごと、1カップごとのカロリー
値はいくらですか。

8. どのような製品研究が行われていますか。
研究結果は論文審査のある専門誌で公表されていますか。

もし製造業者がこうした情報を1つでも提供できない、もしくは
提供しない場合、飼い主はそのブランドのペットフードを給与
することに慎重になるべきでしょう。

B.国によってはAAFCOによる栄養基準を満たしているかの
表示がラベルに記載されています。この表示は以下の3つの
重要な情報を提供しています。

1. その食品が総合栄養食であるかどうかを示しています。
一般的に市販されているフードはすべて総合栄養食でなければ
なりません。表示が「断続的、または補助目的のみ」の食品は、
総合栄養食ではありません。特別療法食のように、深刻な腎臓病に
用いるなど特定の目的であれば容認できますが、一般的に市販され
ているペットフードの場合は避けるべきです。  

2. その食品が総合栄養食である場合、どのライフステージを対象に
設定されたものであるかを示しています。AAFCOは成長期、繁殖期
および成熟期の健康維持に関する栄養プロファイルと給与試験の
要件を提供していますが、高齢/老齢のペットについては行って
いません。AAFCOによるすべてのライフステージ用に設定した
栄養プロファイルに合致するように調合されたペットフードは、
成長期と成熟期の両方の健康維持に必要な最低限の栄養レベルを
満たさなくてはなりません。

3. 食品が総合栄養食とされている場合、製造業者はどのような方法で
規定していますか。栄養基準の適合性に関して、表示ラベルに以下
の2つの表現のうちの1つを示すことがあります。

• 「［商品名］は、AAFCOの［ライフステージ］用ドッグ
（又はキャット）フードの栄養プロファイルによって設定
された栄養基準を満たして調合されています。」（分析試験）

 

• 「AAFCOの評価方法を用いた給与試験により［商品名］が
［ライフステージ］のペットに対して総合的な栄養を有する
ことが立証されています。」（給与試験）

   

給与試験を行わなわずに、レシピもしくは最終製品の分析試験を
もとにして、原材料が特定のレベルに合致するように調合食品が
製造されることもあります。給与試験はその食品が栄養基準を
満たしているかを調べる手段にはなりますが、給与試験を行った
ことで、どんな条件下でも十分な栄養を有しているという保証に
なるわけではありません。前記のAに掲げた判定基準によって、
ペットフードが確実に厳密な品質管理の手法を備えた、評判の良い、
知識のあるメーカーによって製造されていることを確認することが
重要です。
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